
朝日新聞社は「SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞」のメディアパートナーです。

公益財団法人  岩佐教育文化財団

つなげよう、地球の未来。

第3回「SDGs岩佐賞」は、
4月からエントリー開始！

応 募
期 間

応 募
方 法

「SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞」の特設ウェブサイトから
応募フォームに記入のうえ送信してください。

■お問い合わせ／「SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞」事務局　TEL:050-3623-0751（10:00～17:30）　Mail: jimukyoku@sdgs-iwasa-zaidan.com

4月28日　 ～5月31日金 水 特設ウェブサイト https://sdgs-iwasazaidan.com ● 大学生を対象とした奨学金給付活動　　● 高校生を対象とした奨学金給付活動　
● ナチュラル農業体験・環境教育活動　　● 「岩佐賞」授与活動　　● 災害支援活動

財団の主な活動

公益財団法人 
岩佐教育文化財団

岩佐 実次代表理事

医療の部 教育の部

全国フリースクール市民権獲得プロジェクト
信田雄一郎さん（Tao Haus代表）

経済的に困難を抱える高校生の
プログラミング学習支援
認定NPO法人CLACK（代表 平井大輝さん）

学びづらさを抱えた子の学びを保障する
やさしい字幕プロジェクト
NPO法人eboard（代表 中村孝一さん）

洗剤を使わず
に汚れを落とせ
るコインランド
リーを展開。排水
をしない循環式
の洗濯の仕組み
も開発中です。

教員経験を生かして、愛知・豊田市にフリースクール
を開設。新たな学びの場となることを目指しています。

貧困家庭の高校生を中心に、プログラミング学習と
キャリア支援を無料で実施。自走する力を養います。

聴覚障害や発達・学習障害などの子どものために、
ICT教材にわかりやすい日本語字幕をつけました。

EyeMoTアプリ活用による
重度障害児と支援者のサポート活動

賞金 100万円

賞金 100万円

タイムカプセルプロジェクト
清水健斗さん
（映画監督・映像ディレクター・プロデューサー）

犬猫の福祉に関する教育活動・情報発信
動物福祉団体Pawer.（代表 大西結衣さん）

戦争や震災の生きた記憶を次の世代に引き継ぐため
に、ドキュメンタリー映像の作成に取り組んでいます。

犬猫の収容数削減を目指して、若い世代に向けた
講演や、譲渡会などを実施しています。

賞金 200万円

賞金 200万円

入院中の子どもに付き添う
家族に対する生活支援
NPO法人キープ・ママ・スマイリング
（代表 光原ゆきさん）

入院付き添いをする家族に、栄養バラン
スのよい食事や生活用品などを届け、心身
のサポートをしています。賞金 200万円 賞金 100万円

賞金 200万円

賞金 300万円

重度障害児の意思伝
達をサポートする視線
入力。その訓練を楽し
みながらできるアプリ
「EyeMoT」を開発。
全国の特別支援学校や
病院、家庭で活用され、
喜ばれています。

島根大学重度障害者支援チーム
（代表 伊藤史人さん）

視覚障害児の学びを支援する
盲学校向け教材の開発と全国寄贈

賞金 300万円

視覚障害児の教育現
場に、子どもの好奇心
を満たし学びをサポー
トするための教材が少
ないことを知り、独自開
発。全国の教育機関に
300以上の教材を寄贈
しました。

NPO法人テクたまご
（代表 須惠耕二さん）

子どもたちの「今」と「未来」を守り、
生きる喜びを支える小児救急医療

賞金 2,000万円

阪神南北医療圏に
おける小児救急医療
の最後の砦として、24
時間365日対応し、年
間6000人以上の小児
救急患者を受け入れ。
若手小児科医の育成
にも尽力しています。

兵庫県立尼崎総合医療センター小児救急集中治療科
（代表 伊藤雄介さん）

医師不足地域を支える
「地方と都市の医師循環モデル」の確立

賞金 500万円

都市部の複数の医
師が交代で地方に通
い、チームで地域の医
療を担う仕組みを考
案。医師不足が深刻
な東北地方の医療を
支えるため、今後も仲
間とともに活動を続け
ていきます。

医療法人社団やまと
（代表 田上佑輔さん）

クラウドナーシングで
看護ケアの質をアップデートする！
アクティブライフ株式会社
（代表 永樂彩乃さん）

新人看護師のリモート教育やレセプト業
務の講習を通して、訪問看護ステーション
をサポート。看護の質の向上を目指します。賞金 300万円

在宅レスパイト事業の
活性と推進による共生地域の強化
NPO法人レスパイト・ケアサービス萌
（代表 中畝治子さん）

障害児や医療的ケア児のいる家庭に看護
師やヘルパーを派遣し、家族がほっと休息
できる時間を作るお手伝いをしています。賞金 200万円

国立成育医療研究センターの
SDGsへの取り組み

賞金 2,000万円

国内最大規模の小
児・周産期・産科・母
性医療を専門とする
病院・研究所として、
リスクの高い妊娠や
高度な新生児医療、
小児がん治療などに
センターで一丸となっ
て取り組んでいます。

国立研究開発法人国立成育医療研究センター
（代表 五十嵐隆さん）

八角平和計画
～香辛料八角よりタミフルを作り
世界平和を構築する

賞金 500万円 賞金 500万円
抗インフルエンザ薬の原料となる八角を、ミャ
ンマーの山岳地帯で環境に配慮しながら育て
ています。森林の保全と雇用の創出、医療の安
全保障に資する取り組みです。

一般社団法人 
Barefoot Doctors OKINAWA
/Barefoot Doctors Group
（代表 林健太郎さん）

アプリによる
バリアフリー情報の共有と
心のバリアフリーの推進

車椅子で実際に通ったルートや、施設・設備
のバリアフリー情報を投稿し共有できる地図ア
プリ「WheeLog!」を開発。登録ユーザー数は
約３万人に達しました。

一般社団法人WheeLog
（代表 織田友理子さん）

信頼できるがんの
在宅療養のFAQをスマホで
一般財団法人在宅がん療養財団 
（代表 児玉龍彦さん）

がんの在宅療養に関する情報をまとめた
ウェブサイト「在宅がんウィット」を開設。患
者や家族の様々な悩みに答えています。賞金 300万円

神奈川県を中心とした
医療通訳ボランティアの派遣
認定NPO法人多言語社会リソースかながわ
（代表 松野勝民さん）

外国籍住民のための医療通訳を養成・派
遣しています。13の言語に対応しており、
2019年度は7767件の通訳派遣をしました。賞金 100万円

プライドセンター大阪
認定NPO法人虹色ダイバーシティ
（代表 村木真紀さん）

LGBTQ当事者が集まって交流し
たり、相談したりできる施設「プライ
ドセンター大阪」を創設しました。

賞金 200万円

日本渡航を希望する
ウクライナ避難民に、
必要な支援を届ける活動
一般社団法人TTE避難民支援協会
（代表 渡邊修平さん）

ウクライナ避難民のために、入国のた
めの準備から就学・就業支援まで、多
岐にわたるサポートを行なっています。賞金 200万円

洗剤レスコインランドリーが導く未来
wash-plusの“水”が実現する
「世界平和」
株式会社wash-plus（代表 高梨健太郎さん）

陸前高田を拠
点に、民泊によ
る修学旅行や、
大学生が地域お
こしに挑むプログ
ラムなどに取り
組んでいます。賞金 100万円

「アート思考×トライアルの場」による
新しい地方創生！

NPO法人SET（代表 三井俊介さん）

ダチョウ抗体で人類を救います

賞金 1,000万円

ダチョウの卵から優
れた抗体を低コストで
大量に精製する技術
を確立しました。ワクチ
ンや抗病原体薬の開
発に役立てられるよ
う、さらなる研究を重
ねていきます。

京都府立大学動物衛生学研究室ダチョウ抗体プロジェクト
（代表 塚本康浩さん）

シエラレオネの母と子の
命を繋ぐプロジェクト
NPO法人母と子の医療を世界に届ける会
（代表 小平雄一さん）

世界最貧国の一つであるシエラレオネで、
周産期医療を提供。住民の健康教育や現地
の医療従事者の教育にも取り組んでいます。賞金 300万円

「在宅入院」 入院しなくても
自宅で必要な医療が受けられる

賞金 1,000万円

首都圏に18の診療
拠点を持ち、24時間
体制の在宅医療を実
施。患者や家族に安
心・納得していただけ
るよう、今後も入院に
準じた高品質な医療
の提供に努めていき
ます。

医療法人社団悠翔会
（代表 佐々木淳さん）

環境の部 平和・人権の部

アフリカで取り残される
子どもたちを支援

賞金 300万円

エイズで親を失った
子どもの生活と修学を
支援する活動をアフリ
カで続けています。「あ
げる」支援ではなく「つ
くる」支援をモットー
に、現地と協働し取り
組んでいます。

NPO法人エイズ孤児支援NGO・PLAS
（代表 門田瑠衣子さん）　

武力ではなく平和的なアプローチで
テロや紛争の解決を目指す活動

賞金 500万円

テロや紛争の影響下
にある国・地域で、誘
拐や脅迫などによって
テロ組織に強制的に加
入させられた若者・女
性・子どもの社会復帰
をサポートする活動をし
ています。

NPO法人アクセプト・インターナショナル
（代表 永井陽右さん）

身体の不自由な人向けの
服のお直しオンラインサービス
「キヤスク」

賞金 300万円

障害や病気などで身
体を思うように動かせ
ない人のために、既製
服を“着やすく”するお
直しをしています。お手
頃価格、オンラインで
“気やすく”頼める仕
組みにしました。

株式会社コワードローブ（代表 前田哲平さん）

《半農半芸》大空凧プロジェクト
持続可能な社会の創り手を育む
取手アートプロジェクト実行委員会（事務局
NPO法人取手アートプロジェクトオフィス
／事業責任者 倉持美冴さん・岩間賢さん）

地元の素材で作った凧を揚げる、茨
城・取手市高須地区のプロジェクト。今年
1月には6畳凧と小凧が空に舞いました。賞金 100万円

「もやい展」
～アートによる
福島原発事故伝承活動～
もやい展実行委員会（代表 中筋純さん）

福島原発事故の災禍をアートで伝承する
活動を2017年から続けています。のべ
9500人以上の方々に来場いただきました。賞金 100万円

町家の再生を通して
地域文化と暮らしを見直す
―絵金文化の継承―
NPO法人すてきなまち・
赤岡プロジェクト（代表 濱田義隆さん）

「絵金の芝居絵屏風」を町家の軒
下に飾る赤岡の風習を守っていくため
に、町家の再生に取り組んでいます。賞金 100万円

全盲の彫刻家による
見えない人も楽しめる
美術鑑賞の輪を広げる活動
一般社団法人メノキ
（代表 三輪三千代〈途道〉さん）

手で触れながら鑑賞する彫刻展など、
視覚障害の有無にかかわらず楽しめるアー
トのあり方を模索しています。賞金 100万円

雅楽の楽器　篳篥の蘆舌の
ヨシ再生の為の「つる草抜き」

賞金 200万円

篳篥のリード（蘆舌）
に使用する多年草・ヨ
シが大阪の淀川流域か
ら全滅。外来種のつる
草を抜く活動をボラン
ティアの皆さんと続けて
おり、少しずつ再生し始
めています。

雅楽協議会
（代表 鈴木治夫さん）

道場環境改善プロジェクト

賞金 300万円

3歳から80代まで約
200人が稽古に励む東
京修道館。105年間受
け継がれてきた道場の
教えや伝統を次の世代
に残していくためにも、
より快適な練習環境を
整えていきます。

NPO法人東京修道館
（代表 中村福義さん）

芸術の部

もったいない「おから」から
子ども食堂までの架け橋を

廃棄されるおからを使ってグラノーラ
を作り、イベントなどで販売。収益は子ど
も食堂に寄付しています。

Fairy forest～もったいないに架け橋を～
（代表 山崎佐知子さん）

賞金 200万円

農業の部

北海道・黒松内町で、一年
中屋外で放牧する「周年放牧」
のスタイルで肉用牛を育てて
います。目標は、環境再生型農
業や地産地消の畜産を日本の
スタンダードにすることです。

再生型農業の理念に基づいた、
放牧による肉用牛の一貫飼養

農を食と職に
──働きづらさを抱えた人と人手不足の農業界をつなぐ

賞金 300万円

グラッドニー牧場（代表 森塚千絵さん）

賞金 300万円

仕事を失った人や生きづら
さに苦しんでいる人などの就農
を支援するプログラムを実施し
ています。自然の力をもらって
働く農業には、人生を変える力
があると思っています。

NPO法人農スクール（代表 小島希世子さん）

乳幼児向け
インクルーシブ・ブランド IKOU

障害児も健常児も使えるプロダクトを
開発。大人の椅子に取り付けて使える、
折り畳み式の乳幼児向けポータブルチェ
アが好評です。

株式会社Halu（代表 松本友理さん）

賞金 100万円

福祉の部

様々な事情で安心して帰るこ
とのできる場所がない少女の
ために、愛知で自立援助ホー
ムを運営しています。スタッフ
は24時間常駐し、弁護士もサ
ポートにあたります。

子どもの権利を守りながら、
虐待にあった子どもたちを支援する

フードリボンプロジェクト

賞金 300万円

NPO法人子どもセンターパオ（代表 菱田理さん）

賞金 300万円

飲食店の客が300円多く支
払うと、それが食事に困ってい
る子どもの一食分になる。そん
な「善意の循環」を日本全国
の飲食店で広めようと活動し
ています。

一般社団法人ロングスプーン協会（代表 橋本展行さん）

真庭なりわい塾
～ローカルから探究する、
これからの生き方・働き方～

月１回、週末に岡山・真庭に集い、農
山村の暮らしから生き方や働き方を考え
る人材育成塾を実施。これまでに120人
以上が学んできました。

NPO法人共存の森ネットワーク
（代表 渋澤寿一さん）

賞金 100万円

経済の部

セネガルの未電化村落に電
気と通信を届けるために起業。
太陽光発電パネルと蓄電池、
通信機器を組み合わせたキッ
トは、現地で生産から修理ま
でできる体制も整えました。

セネガルにおける社会課題解決を行う
循環経済創生事業

エコな資源を活用・再利用した
ものづくりで雇用の創出と社会貢献

賞金 300万円

株式会社シュークルキューブジャポン（代表 佐藤弘一さん）　

賞金 200万円

クルミや山ぶどうの樹皮で
編むかご細工、自生するクルミ
の加工・販売など、岩手の資源
を活用した新たなビジネスを
考案し、雇用を創出。復興の
力になっています。

一般社団法人SAVE IWATE（代表 寺井良夫さん）

第2回「SDGs岩佐賞」

受賞者発表！
目の前の課題に真摯に向き合い、SDGs達成に向けて活動している人たちを応援したい─。そんな思いから、公益財団法人岩佐教育文化財団が2022年に創設したのが「SDGsジャパンスカラシップ岩佐賞」（SDGs岩佐賞）です。

第２回の応募総数は全547件。厳正な審査を経て、全8部門の受賞者が決定しました。すべての受賞者の活動詳細と喜びのコメントは、朝日新聞SDGs ACTION!で掲載しています。

来月からは、第３回「SDGs岩佐賞」のエントリーが受け付け開始。岩佐教育文化財団はこれからも、SDGs達成のために地道な努力を重ねるみなさんを応援し続けます。

　受賞された方々、おめでとうございます。

みなさんが地道に、また、大変な努力を積み

重ねながら活動を続けられてきたことに、深

く感銘を受けています。この受賞と賞金が、

活動をさらに前に進めていくのに役立つの

であれば、大変うれしく思います。

　次回も、志ある多くの方からエントリーを

いただけることを楽しみにしています。

　―このすばらしい世の中と、この理不尽

極まりない世の中を、共に生き抜きましょう。

岩佐実次

すべての受賞者の活動詳細、受賞コメントは
朝日新聞SDGs ACTION ! で公開中！
https://www.asahi.com/sdgs/brand/iwasasho/
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